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本　
町　
は　
、　
県　
内　
の　
か　
ん　
き　
つ　
出　
荷　

量　
の　
８　
割　
以　
上　
を　
占　
め　
る　
か　
ん　
き　
つ　

栽　
培　
の　
中　
心　
地　
で　
あ　
る　
。　
し　
か　
し　
、　

水　
田　
転　
作　
園　
が　
約　
６　
割　
を　
占　
め　
、　
狭　

小　
で　
不　
整　
形　
な　
園　
地　
が　
多　
い　
こ　
と　
か　

ら　
、　
園　
地　
集　
積　
が　
難　
し　
く　
、　
中　
核　
と　
な　

る　
担　
い　
手　
が　
持　
続　
的　
に　
営　
農　
す　
る　
こ　

と　
が　
困　
難　
な　
状　
況　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　

産　
地　
維　
持　
に　
は　
、　
新　
た　
な　
担　
い　
手　

の　
確　
保　
が　
最　
重　
要　
で　
あ　
る　
こ　
と　
か　

ら　
、　
担　
い　
手　
の　
確　
保　
の　
た　
め　
の　
研　
修　

制　
度　
を　
充　
実　
す　
る　
と　
と　
も　
に　
、　
「　
県　

営　
久　
賀　
地　
区　
耕　
作　
放　
棄　
地　
解　
消　
・　
発　

生　
防　
止　
基　
盤　
整　
備　
事　
業　
（　
平　
成　
2  4  
〜　

2  8  
年　
）　
に　
よ　
り　
、　
モ　
デ　
ル　
生　
産　
団　
地　

整　
備　
を　
進　
め　
て　
い　
る　
。　

併　
せ　
て　
、　
省　
力　
・　
高　
品　
質　
栽　
培　
技　

術　
で　
あ　
る　
団　
地　
型　
マ　
ル　
ド　
リ　
体　
系　
の　

導　
入　
に　
向　
け　
て　
、　
平　
成　
2  0  
年　
か　
ら　
県　

育　
成　
品　
種　
で　
あ　
る　
「　
せ　
と　
み　
（　
商　
標　

名　

ゆ　
め　
ほ　
っ　
ぺ　
）　
」　
を　
中　
心　
に　
、　
実　
証　

試　
験　
を　
実　
施　
し　
、　
基　
盤　
整　
備　
地　
区　
を　

主　
体　
に　
そ　
の　
普　
及　
に　
努　
め　
て　
い　
る　
。　

樹　
園　
地　
再　
編　
整　
備　
（　
区　
画　
整　
理　
・　
久　

賀　
地　
区　
畑　
能　
庄　
工　
区　
）　
は　
、　
県　
内　
で　
初　

め　
て　
の　
耕　
作　
放　
棄　
地　
解　
消　
・　
発　
生　
防　

止　
基　
盤　
整　
備　
に　
取　
り　
組　
ん　
で　
い　
る　
。　

従　
前　
の　
不　
規　
則　
な　
形　
状　
で　
あ　
っ　
た　
農　

地　
が　
、　
区　
画　
整　
理　
工　
事　
に　
よ　
り　
拡　
大　

整　
理　
さ　
れ　
た　
こ　
と　
か　
ら　
、　
中　
型　
機　
械　

の　
導　
入　
や　
ハ　
ウ　
ス　
建　
設　
も　
可　
能　
と　
な　

っ　
て　
い　
る　
。　

現　
在　
で　
は　
パ　
イ　
プ　
ラ　
イ　
ン　
で　
自　
動　

か　
ん　
水　
さ　
れ　
て　
お　
り　
、　
今　
後　
は　
か　
ん　

き　
つ　
栽　
培　
の　
ほ　
か　
、　
収　
益　
性　
の　
高　
い　

新　
た　
な　
作　
物　
の　
導　
入　
や　
野　
菜　
等　
の　
複　

合　
経　
営　
も　
期　
待　
さ　
れ　
る　
。　

ま　
た　
、　
営　
農　
の　
省　
力　
化　
や　
維　
持　
管　

理　
費　
用　
の　
節　
減　
も　
見　
込　
ま　
れ　
、　
担　
い　

手　
へ　
の　
農　
地　
集　
積　
も　
可　
能　
と　
な　
る　
。　

【　
久　
賀　
畑　
能　
庄　
地　
区　
の　
整　
備　
計　
画　
】　

・　
事

業

費　

１　
億　
９　
千　
４　
百　
万　
円　

・　
受　
益　
農　
家　
数　

９　
戸　

・　
区　
画　
整　
理　
等　

２　
・　
３　
㌶　

・　
農　
道　
幅　
員　

３　
〜　
４　
㍍　

・　
運　
搬　
方　
法　

軽　
ト　
ラ　
ッ　
ク　
等　

《　
団　
地　
型　
マ　
ル　
ド　
リ　
方　
式　
と　
は　
、　
複　

数　
の　
生　
産　
者　
が　
コ　
ス　
ト　
削　
減　
と　
技　

術　
取　
得　
の　
促　
進　
を　
目　
的　
と　
し　
て　
、　

水　
源　
、　
液　
肥　
混　
入　
器　
、　
液　
肥　
タ　
ン　

ク　
、　
送　
水　
管　
等　
（　
パ　
イ　
プ　
ラ　
イ　
ン　
）　

を　
共　
同　
で　
導　
入　
・　
利　
用　
す　
る　
こ　
と　

に　
よ　
っ　
て　
、　
そ　
れ　
ら　
の　
生　
産　
者　
が　

マ　
ル　
チ　
被　
膜　
に　
よ　
り　
降　
水　
の　
影　
響　

を　
最　
小　
限　
と　
し　
、　
点　
滴　
か　
ん　
水　
に　

よ　
り　
緻　
密　
な　
水　
分　
、　
肥　
料　
管　
理　
を　

行　
う　
栽　
培　
技　
術　
で　
あ　
る　
。　
ま　
た　
マ　

ル　
ド　
リ　
方　
式　
の　
特　
徴　
は　
、　
か　
ん　
水　
、　

施　
肥　
の　
自　
動　
化　
が　
で　
き　
、　
周　
年　
マ　

ル　
チ　
化　
に　
よ　
り　
除　
草　
作　
業　
が　
不　
要　

で　
あ　
る　
。　》　

（　
吉

田

芳

春　
）　

▲ 拡大整備された園地

▲ マルドリ栽培の園地

▲ 液肥混入施設


